
土壌汚染区域指定件数

江東区
大田区
足立区
江戸川区
葛飾区
墨田区
荒川区
北区
港区
品川区
板橋区
新宿区
中央区
文京区
目黒区
台東区
世田谷区
千代田区
渋谷区
杉並区
練馬区
中野区
豊島区

東京低地：　　件288

81 件
55 件
32件
30件
27件
24件
23件
16件
16件
16件
15件
8件
8件
7件
7件
6件
5件
4件
3件
2件
2件
1件
0件

研究対象区
(江東区、大田区、足立区
江戸川区、葛飾区、墨田区
荒川区、北区 )

指定区域
(形質変更時要届出区域 )

A C

ⅰ.費用
[5～10万円以上/㎥]

　12. 18. 10.

[3～5万円以上/㎥]

　4. 17. 7. 8. 9. 13.

14.

[1～3万円以上/㎥]

　16. 11. 15.

[数千円以上/㎥]

　5. 2. 1. 3. 6.

ⅱ.工法
[除去/封じ込め型]

　18. 17. 12. 10. 8. 7. 9. 11.

[被覆型(直接暴露遮断)]

　5. 2. 1. 3. 4. 6.

総評

　18.掘削除去

　12. 遮断工封じ込め

　10. 遮水工封じ込め

　17.原位置土壌洗浄

　8. 不溶化埋め戻し

　7. 原位置不溶化

　9. 原位置封じ込め

　11. 地下水汚染の拡大防止

　5. 立ち入り禁止

　2. 盛り土

　1. 舗装

　3. 土壌入れ替え(区域内)

　6. 地下水の水質の測定

B

[吸い上げ型(溶出量基準適合化)]

　13. 14. 16. 15. (11.)

　4. 土壌入れ替え(区域外)

　13.土壌ガス吸引

　14.地下水揚げ水

　16. 化学的分解

　15. 生物的分解

▽=

r

30=r

私的 公的

滞在＜多＞

2 1

3 4

・住居併用工場

・戸建住宅

・更地

・分譲住宅 ( 大 ) 集合住宅 ( 大 )

・厚生医療施設

・業務施設

・教育文化施設

・コイン P ・道路

・分譲住宅

・倉庫 ・資料置場

・集合住宅

・工場 ( 小 ) ・工場 ( 大 )

・宿泊施設

・運輸施設

・空港

・供給処理施設

・商業施設

・公園

・官公庁施設

・住商併用建物

滞在＜少＞

私的 公的

滞在＜多＞
・住居併用工場

・戸建住宅

・更地

・分譲住宅 ( 大 ) 集合住宅 ( 大 )

・厚生医療施設

・業務施設

・教育文化施設

・コイン P ・道路

・分譲住宅

・倉庫 ・資料置場

・集合住宅

・工場 ( 小 ) ・工場 ( 大 )

・宿泊施設

・運輸施設

・空港

・供給処理施設

・商業施設

・公園

・官公庁施設

・住商併用建物

滞在＜少＞

==

1.

3.

2.

6.5.

東京低地の公害
-土壌汚染対策法が引き起こす潜在型公害の実態の把握 -

西沢研究室　平塚翔

『都市と公害』

『形質変更時要届出区域 ( 合法的な土壌汚染 )』

1. 計画の背景と目的

2. 調査 _実態の把握
『①直接被害のおそれ』 『②慢性被害のおそれ』 『③間接被害のおそれ』

Fig. 国際的な基準から見る国内法の欠陥

「形質変更時要届出区域」(11 条 )
◎土壌汚染対策法改正 (2010 年 )

土壌汚染の摂取経路がなく、健康被害が生じるおそれがないため、
汚染の除去等の措置が不要な区域

>>> 基準不適合かつ健康被害のおそれなし

＜健康被害がない程度に汚染土が残置する敷地＞

＝

指定中　　件解除　　件609 598
(※令和４年 11月 10日時点までの東京都の件数)

　①法の目的が国民の健康保護に限定。
　　→環境への配慮はなし
　②規制対象地・対象物が限定的。
　　→対象治療的な規制
　③調査・対策の実施主体は行政ではなく土地所有者等である。
　　→資金不足による責任転嫁と新規所有者への負担

2003 年に日本において最初の法体系として土壌汚染対策法が施行されるが、結果として土地の流動性を滞らせましまった。
2010 年に施工された改正法では、「形質変更時要届出区域」が新設された。この区域では＜健康被害がない程度に、土壌汚染が残
置する＞という状態を合法的に認めた土地であり、豊洲新市場もこの区域に該当している。
諸外国と比較を行うと、日本は法整備の歴史は浅く、規制目的が経済合理性を優先するもので、国内法の欠陥として指摘されてる。

第一に、
指定区域内における土壌汚染による直接的な被害リスクを表す指標として、現在用途に注目し、四象限のマトリックスに分類
し評価を行った ( 縦軸 : 滞在度 , 横軸 : 利用量 )。
結果、より身近な用途施設が当たる「第 1,2 象限」の事例を取り扱う。(265 件→167 件 )

第二に、
区域に汚染が残置することによる慢性的な被害リスクを表す指標として、実施された対策方法に注目し、ⅰ. 費用とⅱ. 工法と
しての良し悪しで３段階の評価を行った。
結果、最も評価の悪い「対策 C」に該当する事例を取り扱う。(167 件→54件 )

第三に、
指定区域外における間接的な被害リスク、を表す指標として、地下水による汚染拡大に注目し、拡大範囲 = r  に該当する建物
棟数を算出して評価を行った。
結果、区域の隣地に建つ建物棟数以上に被害建物棟数が多くなる事例を取り扱う。(54 件→39件 )

都市と公害は切っても切り離せない関係であり、古代都市から近代都市において質や現れ方を変化させ連綿と発生し続けている。
もはや公害を発生させなければ、都市活動は継続できないといった都市現象である。
日本において、こと土壌汚染は、不可視で潜在的な性質があるが故に、長年にわたって看過され続けた公害問題である。
本研究では東京低地の地中に眠る土壌汚染の実態を追求し、その汚染がもたらす被害を未然に防ぐために提案を行う。

Fig. 東京区部の指定状況 ( 令和 4年 11月 10日時点 ) と研究対象区

Fig. 現在用途の四象限分類表 Fig. 対策 C評価の工法図Fig. 対策方法の３段階評価表 Fig.「地下水汚染が到達し得る距離の計算ツール ( 環境省 )」 Fig. 地下水拡大範囲に含まれる建物棟数算出

2
(住居施設 )

1
(公共施設 )

3
(専有施設 )

4
(インフラ施設 )

対策評価 C＝安価かつ簡易的で土壌汚染の解消能力がない方法 被害建物棟数　≦　隣接建物棟数 被害建物棟数　＞　隣接建物棟数



2018/02/07
整－29－109
指‐0933号

形質変更時要届出区域

433.45㎡
(有)江村メッキ工業所

第二溶出量基準

準工業地域

433.45㎡

Level.Ⅳ
4335万円

皮膚刺激.
強い眼刺激.

吸入すると有害.

(株)環境公害分析センター
-

(有)ユー・キカク

(有)ユー・キカク
基礎・土間コンクリート撤去

200%

汚染超過倍率(最大)
990倍

拡大範囲
60m

汚染年数
5年

建物棟数
183棟

敷地汚染率
100%

人口密度
13,264人/㎡

過去_地上写真 _----/--

現在 _ 地上写真 _2022/02

住宅マップ1964年以前より(有)江村メッキ工業が立地。
2018年廃業し、敷地は不動産会社によって分譲され、現在は５戸の住宅が建設されている。実施された土壌汚染への対策は台
帳及び現地で目視した限りでは、新築基礎による直接被覆や外構舗装のみであり、万が一のリスクに対して万全な対策であると
は言えない。

鍍金業 / トリクロロエチレン / 分譲住宅 P-26

▽= 1.59

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 60m

no date

17.4万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _2014/07

2007/06/12
整－19－7
指‐0066号

形質変更時要届出区域

494.93㎡
(有)西山電化

溶出量基準

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 1.25 19.8万円/㎡
準工業地域

494.93㎡

Level.Ⅳ
2億2271万円

皮膚刺激.強い眼刺激.
吸入すると有害.

中外テクノス(株)
-

個人

-
ボーリング調査
地下ピット撤去

柱状改良

200%

汚染超過倍率(最大)
366.7倍

拡大範囲
60m

汚染年数
16年

建物棟数
128棟

敷地汚染率
100%

人口密度
12,690人/㎡

-鍍金工場の跡地であること以外の地歴は不明である。メッキ前後の工程で所用される脱脂剤が漏れ出たことが主な汚染原因であ
ると思われる。土壌汚染に対する具体的な対策は見られない。

鍍金業 / トリクロロエチレン / 戸建て住宅・駐車場 葛飾区堀切一丁目18-17 P-01

r = 60m

no date

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□路線価
□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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汚

土

影

対

施

過去_地上写真 _2009/08

現在 _地上写真 _2022/10

2008/06/12
整－20－5
指‐0085号

形質変更時要届出区域

290.35㎡
(有)柳橋硝子工芸

溶出量基準

第１種住居地域

671㎡

Level.Ⅰ
4355万円

飲み込むと有毒.
重篤な皮膚やけど.
眼の損傷を起こす.

(株)サンコー環境調査センター
-

個人

-
ボーリング調査

既存建物解体及び住宅の新築
駐車場の設置

300%

汚染超過倍率(最大)
16.5倍

拡大範囲
75m

汚染年数
15年

建物棟数
174棟

敷地汚染率
43.3%

人口密度
17,101人/㎡

硝子工場の跡地であること以外の地歴は不明であるが、硝子工場があった場所を中心に汚染が確認されていることから、硝子業
による汚染であると言える。ふっ素は硝子の加工の際に原料を溶融させやすくするために使用される。土壌汚染に対する具体的
な対策は見られず、建て替えに伴って舗装された状態である。

窯業 / ふっ素 / 集合住宅・駐車場 江戸川区松江三丁目17-11 P-02

土質：表土
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 1.20 24.9万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考

1000100

80

60

40

20

800

600

400

200

0 350100150200250

205000

40

60

80

10025000

20000

15000

10000

6 9 12 15

r = 75m

区域外被害

□路線価

現在 _地上写真 _2022/10

2008/07/28
整－20－8
指‐0088号

形質変更時要届出区域

111㎡
-

溶出量基準

準工業地域

164.81㎡

Level.Ⅰ
3330万円

遺伝性疾患のおそれの疑い.

日鉄鉱業(株)
-

(株)三栄建築設計

アースプラン(株)等
地盤調査(標準貫入試験)

地盤改良(タイガーパイル工法
・コンクリート基礎設置)

200%

汚染超過倍率(最大)
30倍

拡大範囲
6m

汚染年数
15年

建物棟数
6棟

敷地汚染率
67.4%

人口密度
22,846人/㎡

過去_地上写真 _----/--

ドライクリーニング店の跡地であり、シス-1,2木クロロエチレンは溶剤として使用されたテトラクロロエチレンが地中に漏れ出
し土壌で分解されたものである。敷地内には３件の住宅が新築されており、建て替えに伴ってベタ基礎が敷かれ舗装された状態
にある。

洗濯業 / シス-1,2ジクロロエチレン / 分譲住宅 荒川区南千住五丁目21-12 P-03

土質：シルト質砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 0.42

no date

29.9万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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r = 6m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _2022/08

2010/06/18
整－22－1
指－0107号

形質変更時要届出区域

491.57㎡
(株)扶桑電化

含有量基準

準工業地域

546.27㎡

Level.Ⅱ
1億2289万円

発ガンのおそれの疑い.
生殖能または胎児への

悪影響のおそれ.

(株)地盤試験所
-

(株)友愛ハウジング

-
ボーリング調査

宅地造成及び建築工事

200%

汚染超過倍率(最大)
180倍

拡大範囲
45m

汚染年数
13年

建物棟数
56棟

敷地汚染率
90%

人口密度
20,196人/㎡

対象地では(株)扶桑電化として金属製品の加工作業が行われており、特定有害物質であるシアン,、セレン、鉛、ふっ素、ほう素
およびそれら化合物の使用が行われていた。有害物質使用特定施設の使用の廃止の機に調査は実施された結果、鉛が基準値を超
え検出された。跡地は分譲され住宅が８件新築されており、宅地造成、ベタ基礎による舗装が施されている状態である。

鍍金業 / 鉛 / 分譲住宅 墨田区立花三丁目5-14 P-04

土質：表土
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 1.80

no date

19.5万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土
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対

施

区域内被害
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r = 45m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2009/12

現在 _地上写真 _2022/02

2012/02/08
整－23－101
指‐0247号

形質変更時要届出区域

297.52㎡
-

第二溶出量基準

準工業地域

297.52㎡

Level.Ⅳ
4463万円

皮膚刺激.強い眼刺激.
吸入すると有害.

(株)イー・アール・エス
-

個人

積水ハウス(株)東京西支店
建物新築工事
柱状改良工事
外構工事

300%

汚染超過倍率(最大)
530倍

拡大範囲
90m

汚染年数
11年

建物棟数
251棟

敷地汚染率
100%

人口密度
24,039人/㎡

鍍金工場の跡地であること以外の地歴は不明である。メッキ前後の工程で所用される脱脂剤が漏れ出たことが主な汚染原因であ
ると思われる。土壌汚染に対する具体的な対策は見られない。

鍍金業 / トリクロロエチレン / 集合住宅 荒川区東尾久三丁目10-8 P-05

土質：砂
動水勾配：1/1000(自然堤防)

▽= 1.37 26.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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6 9 12 15

r = 90m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _2022/11

2012/04/12
整－24－5
指‐0271号

形質変更時要届出区域

159.73㎡
(株)深田鍍金工場

第二溶出量基準

準工業地域

159.73㎡

Level.Ⅴ
879万円

重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷.
吸入すると生命に危険.

ジオ・フロント(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
120倍

拡大範囲
6m

汚染年数
11年

建物棟数
9棟

敷地汚染率
100%

人口密度
23,392人/㎡

有害物質使用特定施設の使用の廃止の機に調査は実施された結果、、基準値を超える六価クロムが検出された。
汚染物質の対策法や分譲住宅建設における施工方法は台帳からは確認できず。
敷地内に舗装が施され、敷地境界には塀が建てられているが、適切で十分な施工方法であるとは言えない状況である。

鍍金業 / 六価クロム / 戸建て住宅 墨田区八広二丁目12-4 P-06

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 0.70

no date

no date

20.5万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□不適合基準項目
□汚染面積
□汚染原因者

汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考

1000100
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6 9 12 15

r = 6m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2010/01

現在 _地上写真 _2016/02

2012/09/13
整－24－62
指‐0328号

形質変更時要届出区域

723㎡
(株)向島鍍金工業所

含有量基準//第二溶出量基準

準工業地域

723㎡

Level.Ⅲ
3億6150万円

飲み込むと生命に危険.
皮膚に接触すると生命に危険.

(株)環境公害分析センター
盛り土・舗装等措置

(株)東京電力

秀峰建設(株)
構造物新設

200%

汚染超過倍率(最大)
180倍

拡大範囲
6m

汚染年数
11年

建物棟数
19棟

敷地汚染率
100%

人口密度
7,407人/㎡

対象地では大正7年に鍍金工場として利用され以来、平成23年10月25日に廃業するまでの間、長期にわたって鍍金作業場として
利用されておりそれ以外の使用履歴はなかった。特定有害物質であるシアン,、ほう素、トリクロロエチレンおよびそれら化合物
の使用が行われていた。有害物質使用特定施設の使用の廃止の機に調査は実施された結果、シアンが基準値を超え検出された。
跡地は分譲され住宅が10件新築されており、盛り土や舗装が施されている状態である。

鍍金業 / シアン / 分譲住宅 墨田区八広五丁目30-3 P-07

土質：シルト質砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 1.70
19.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□不適合基準項目
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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□汚染面積
□汚染原因者

r = 6m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _----/--

2012/11/05
整－24－71
指‐0337号

形質変更時要届出区域

397.2㎡
東京電鍍工業(株)

第二溶出量基準

準工業地域

397.2㎡

Level.Ⅳ
1億9860万円

皮膚刺激.強い眼刺激.
吸入すると有害.

ミヤマ(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
4600倍

拡大範囲
90m

汚染年数
11年

建物棟数
211棟

敷地汚染率
100%

人口密度
23,392人/㎡

有害物質使用特定施設の使用の廃止の機に調査は実施された結果、、基準値を超えるトリクロロエチレンが検出された。
汚染物質の対策法や戸建住宅建設における施工方法は台帳からは確認できず。
敷地内に舗装が施され、敷地境界には塀が建てられているが、適切で十分な施工方法であるとは言えない状況である。

鍍金業 / トリクロロエチレン / 戸建て住宅 墨田区八広一丁目27-13 P-08

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 2.10

no date

no date

no date

22.1万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□不適合基準項目
□汚染面積
□汚染原因者

汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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r = 90m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2009/12

現在 _地上写真 _2022/08

2013/05/17
整－25－11
指‐0382号

形質変更時要届出区域

105㎡
クリーニング興生舎

第二溶出量基準

準工業地域

201.09㎡

Level.Ⅴ
5250万円

強い眼刺激.
臓器の障害（神経系、

呼吸器、肝臓）

(株)アーバンソイルリサーチ
-

-

-
-

300%

汚染超過倍率(最大)
81倍

拡大範囲
12m

汚染年数
10年

建物棟数
14棟

敷地汚染率
52.2%

人口密度
24,039人/㎡

昭和38年から平成24年までドライクリーニング店が立地しており、調査の結果、基準値を超えるトリクロロエチレンが検出さ
れた。汚染物質の対策法や戸建住宅建設における施工方法は台帳からは確認できず。敷地内に舗装が施され、敷地境界には塀
が建てられているが、適切で十分な施工方法であるとは言えない状況である。

洗濯業 / テトラクロロエチレン / 分譲住宅 荒川区東尾久六丁目7-5 P-09

土質：砂
動水勾配：1/1000(自然堤防)

▽= 1.37

no date

29.9万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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r = 12m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2009/12

現在 _地上写真 _2022/08

2013/08/09
整－25－42
指‐0413号

形質変更時要届出区域

370㎡
株式会社東協クリーンサプライ

第二溶出量基準

準工業地域

859㎡

Level.Ⅴ
1億8500万円

強い眼刺激.
臓器の障害（神経系、

呼吸器、肝臓）

エヌエス環境(株)
-

光野印刷工業(株)

(株)工藤工務店
土壌の掘削(適合土壌)

基礎設置

300%

汚染超過倍率(最大)
170倍

拡大範囲
45m

汚染年数
10年

建物棟数
57棟

敷地汚染率
43.1%

人口密度
19,897人/㎡

対象地では平成3年から平成30年までクリーニング工場が立地しており、地歴調査により特定有害物質であるテトラクロロエチ
レンの使用と排水経路が確認されている。汚染物質の対策法や戸建住宅建設における施工方法は台帳からは確認できず。敷地内
に舗装が施され、敷地境界には塀が建てられているが、適切で十分な施工方法であるとは言えない状況である。

洗濯業 / テトラクロロエチレン / 業務施設・駐車場 足立区中央本町一丁目13 P-10

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

▽= 1.10 21.3万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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r = 45m

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2010/01

現在 _地上写真 _2022/09

2013/10/15
整－25－66
指‐0437号

形質変更時要届出区域

165.34㎡
(有)井上

溶出量基準

27.9万円/㎡
第１種住居地域

165.34㎡

Level.Ⅳ
8267万円

強い眼刺激.
飲み込むと有害のおそれ.

(株)地盤試験所
-

-

-
-

300%

汚染超過倍率(最大)
18倍

拡大範囲
9m

汚染年数
10年

建物棟数
14棟

敷地汚染率
100%

-昭和31年7月に有限会社井上が創業し、平成25年1月に特定施設の使用の廃止が行われるまで一貫して電気めっき(機械部品・
建築金物・ディスプレイ等)を主とする事業が行われた。六価クロム・シアン・鉛・ふっ素・ほう素及びその化合物の使用が認
められた。平成25年1月31日にその使用が廃止された。
南側は閉業後駐車場に転用されたが公、道に面する建物は既存であり、形質変更の履歴はなし。現在はシャッターが閉まってい
るため、居住しているかは不明である。

鍍金業 / ほう素 / 住居併用工場(閉業)・駐車場 江東区亀戸五丁目21-7 P-11

▽= 0.25

土質：火山灰質
動水勾配：1/10000(旧水部)

r = 9m

no date

人口密度
26,986人/㎡施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2013/07

現在 _地上写真 _2022/03

2013/12/10
整－25－81
指‐0452号

形質変更時要届出区域

287.21㎡
(有)神谷製作所

含有量基準/溶出量基準

準工業地域

287.21㎡

Level.Ⅱ
2010万円

発ガンのおそれの疑い.
生殖能または胎児への

悪影響のおそれ.

(株)ダイセキ環境
ソリューション

-

-

-
-

300%

汚染超過倍率(最大)
3.3倍

拡大範囲
9m

汚染年数
10年

建物棟数
15棟

敷地汚染率
100%

人口密度
29,584人/㎡

昭和45年に共同住宅(アパート)及び(有)神谷製作所の作業場が東側に建築される。西側には昭和63年まで(有)神谷製作所所有の
店舗兼住居が存在したが、同年に取り壊され居宅が新築される。(有)神谷製作所では鉛・ほう素・シアンの使用がヒアリング
等によって確認されており、鉛は風呂釡に使用する銅板の溶接工程(ハンダ付け工程)で使用され、ほう素は銅の溶接の際の酸化
防止剤(ほう砂)として使用されていた。なお、昭和63年１２月には排水基準を超過した排水を除害施設未処理のまま雨水枡へ
放出していたことが判明し、東京都下水局北部第一管理事務所より注意書が出されている。そして平成20年１月８日に上場は
廃止している。
現在は集合住宅が建設されているが、計画図及び施工図などの形質変更の履歴は台帳に記述されていない。

鉄鋼・金属業 / 鉛 / 集合住宅 荒川区東日暮里二丁目31‐6 P-12

▽= 0.00r = 9m

土質：表土
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

no date

42.5万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関

□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

現在 _地上写真 _2022/08

2014/03/14
整－25－107
指‐0478号

形質変更時要届出区域

44.6㎡
新河硝子工業所

含有量基準/溶出量基準

近隣商業地域

151㎡

Level.Ⅱ
268万円

発ガンのおそれの疑い.
生殖能または胎児への

悪影響のおそれ.

興亜開発(株)
盛土

(株)三栄建築設計

(株)マコト開発、新成外構(株)
基礎撤去、基礎設置、

コンクリート被覆、杭設置

300%

汚染超過倍率(最大)
7.3倍

拡大範囲
3m

汚染年数
9年

建物棟数
8棟

敷地汚染率
29.5%

人口密度
23,612人/㎡

過去_地上写真 _2013/06

昭和6年に宅地化され、昭和28年以前まで木造平家建物が建っていた土地を昭和44年に所有者が入れ替わり、住居及び一部作
業場に改築し、新河硝子工業所を創業、ガラス研磨を開始する。平成3年に鉛ガラス研磨を開始、平成24年に廃業し、現在に
至る。

窯業 / 鉛 / 戸建て住宅 墨田区墨田三丁目5-5 P-13

▽= 0.54
r = 3m

土質：シルト質細砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

19.1万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _2022/08

2014/04/14
整－26－1
指‐0482号

形質変更時要届出区域

752.22㎡
三菱ガス化学(株)開発センター

溶出量基準

第１種中高層住居専用地域

4402.03㎡

Level.Ⅰ
1億8805万円

飲み込むと有毒.
重篤な皮膚やけど・
眼の損傷を起こす.

(株)東京カンテイ
掘削、埋め戻し

大成有楽不動産販売(株)

大成ロテック(株)
掘削埋設管設置、道路敷設

200%

汚染超過倍率(最大)
3.5倍

拡大範囲
3m

汚染年数
9年

建物棟数
7棟

敷地汚染率
17.1%

人口密度
13,643人/㎡

詳細な地歴の記述はないが、今昔マップの航空写真を見る限りでは、対象区域の西側に1945年から1950年の間に工場が立地
し、1964年前後まで田畑であった土地に1974年から1978年の間にグラウンドが整備された。区域指定されるまでの約30年
間建屋などは確認されない。

化学工業 / ふっ素 / 分譲住宅 葛飾区新宿六丁目6-10 P-14

▽= 1.12

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 3m

no date

16.9万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考

1000100
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区域外被害

□路線価

現在 _地上写真 _2022/10

2014/04/23
整－26－10
指‐0491号

形質変更時要届出区域

455㎡
ユーロフィン日本環境

(株)東京試験所

第二溶出量基準

準工業地域

792.49㎡

Level.Ⅲ
5688万円

強い眼刺激激.
臓器の障害(中枢神経系、

肝臓、腎臓).

興亜開発(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
5700倍

拡大範囲
18m

汚染年数
9年

建物棟数
16棟

敷地汚染率
57.4%

人口密度
23,312人/㎡

過去_地上写真 _----/--

ユーロフィン日本環境(株)の前に叶産業(株)船堀工場及び(株)大沢商店が立地した履歴が確認されたが、特定有害物質を使用等
した履歴は確認されなかった。ユーロフィン日本環境(株)は環境計量証明業者であり、標準試料として全種類の特定有害物質
の使用が確認されている。四塩化炭素とジクロロメタンは抽出溶媒として使用していたとされている。
現在の建物は既存であり、形質変更の履歴なはい。

化学工業 / 四価塩化炭素 / 業務施設 江戸川区船堀五丁目11-19 P-15

▽= 2.00

土質：シルト質砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 18m

no date

no date

26.5万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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□路線価

過去_地上写真 _2013/07

現在 _地上写真 _2022/08

2014/12/15
整－26－83
指‐0564号

形質変更時要届出区域

66.57㎡
桜沢クリーニング店

第二溶出量基準

第１種住居地域

66.57㎡

Level.Ⅴ
166万円

強い眼刺激.
臓器の障害(神経系
、呼吸器、肝臓).

グリーンリサーチ(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
11倍

拡大範囲
9m

汚染年数
9年

建物棟数
8棟

敷地汚染率
100%

人口密度
26,543人/㎡

昭和38年から桜沢クリーニング店が開業。開店当初から平成3年ごろまでターペンドライ機にて営業、平成3年ごろからパー
クドライ機を併用して営業した。パーク廃液はドライ機の裏側にポリタンク等にて一時保管し定期的に処分していたという。
平成12年にパークドライ機を入れ替えたことにより、ターペンドライ機を撤去し水処理装置を設置したため、廃液はなくなる。
平成26年９月に桜沢クリーニング店は閉店し、住居兼店舗を解体し現在に至る。
汚染物質の対策方法は台帳からは確認できず。敷地内に舗装が施されているが、溶出量基準不適合土壌への対策としては十分な
施工方法であるとは言えない。すぐ近くに旧中川や北十間川が流れているため、放置し続けると危険である。

洗濯業 / テトラクロロエチレン / 戸建て住宅 大田区西糀谷四丁目19-10 P-16

▽= 2.85

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 9m

no date

28.9万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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□路線価

現在 _地上写真 _2022/03

2015/02/23
整－26－101
指‐0582号

形質変更時要届出区域

355.19㎡
㈱ユニバース・タニ
三晃硝子工業(株)

第二溶出量基準

準工業地域

355.19㎡

Level.Ⅰ
1億7760万円

遺伝性疾患のおそれの疑い.

(株)東京カンテイ
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
1100倍

拡大範囲
60m

汚染年数
8年

建物棟数
102棟

敷地汚染率
100%

人口密度
16,237人/㎡

過去_地上写真 _----/--

昭和20年前後から三晃硝子工業(株)の工場が確認されたが、対象区域には工場建屋が存在しない野原であった。昭和58年に
(株)ユニバース・タニのドライクリーニング工場が建設され、操業後約3年間テトラクロロエチレンを使用。平成19年に、上記
工場の火災により建屋を全焼し、解体後駐車場として利用された。平成26年12月にアスファルト舗装撤去し、現在に至る。
現在は集合住宅が建設されているが、台帳から汚染物質への対策方法は確認できず。

洗濯業・窯業 / シス-1,2ジクロロエチレン / 集合住宅 葛飾区青戸四丁目7-11 P-17

▽= 1.10

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 60m

no date

no date

23.6万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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□路線価

過去_地上写真 _2013/06

現在 _地上写真 _2022/08

2015/07/28
整－27－39
指‐0631号

形質変更時要届出区域

90.74㎡
中村鋳金工業所

溶出量基準

準工業地域

90.74㎡

Level.Ⅱ
363万円

発ガンのおそれの疑い.
生殖能または胎児への

悪影響のおそれ.

イズミ環境サービス(株)
-

個人

(株)ミナト総合建設
既存構造物解体

および構造物新設

200%

汚染超過倍率(最大)
1.5倍

拡大範囲
3m

汚染年数
8年

建物棟数
5棟

敷地汚染率
100%

人口密度
14,720人/㎡

昭和38年から昭和42年まで丸藤商会がメッキ加工を行い、昭和43年から平成26年5月まで中村鍍金工業所が仏具関係のメッキ
加工を行っていた。約50年間、メッキ加工工場として利用されていた期間に使用していたシアン・ほう素・鉛の特定有害物質
の使用が確認された。シアンは青化銅メッキの酸化皮膜工程において、ほう素はニッケルメッキにおける添加剤として、鉛は
ニッケルメッキ槽への鉛が含まれる製品の脱脂された廃水によって、それぞれ使用等された。

鍍金業 / 鉛 / 戸建て住宅 葛飾区東四つ木三丁目34-1 P-18

▽= 0.80

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 3m

18.5万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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□路線価

現在 _地上写真 _2019/08

2015/09/10
整－27－51
指‐0643号

形質変更時要届出区域

103.75㎡
慶旺鍍金工業所

溶出量基準

準工業地域

103.75㎡

Level.Ⅲ
960万円

飲み込むと生命に危険.
皮膚に接触すると生命に危険.

(株)アールズ環境
ソルーションズ

-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
2倍

拡大範囲
3m

汚染年数
8年

建物棟数
2棟

敷地汚染率
100%

人口密度
23,307人/㎡

過去_地上写真 _----/--

詳細な地歴は不明だが、昭和48年4月16日に特定施設設置届が受領され慶旺鍍金工業が操業を開始し、平成21年5月末に施設
の廃止及び平成23年3月11日に特定施設廃止届が受領されている。建屋は既存であり形質変更された履歴はない。

鍍金業 / シアン / 分譲住宅 大田区大森西一丁目19-10 P-19

▽= 2.00

土質：砂
動水勾配：1/400(砂州・砂丘)

r = 3m

no date

no date

25.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関

□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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□路線価

現在 _地上写真 _2016/10

2016/11/18
整－28－92
指‐0784号

形質変更時要届出区域

30.1㎡
セッテク(株)

第二溶出量基準

近隣商業地域

368㎡

Level.Ⅳ
301万円

皮膚刺激.強い眼刺激.
吸入すると有害.

(株)メイシン
-

-

-
-

300%

汚染超過倍率(最大)
36.7倍

拡大範囲
30m

汚染年数
7年

建物棟数
31棟

敷地汚染率
8.2%

人口密度
14,261人/㎡

過去_地上写真 _----/--

昭和27年7月1日から令和4年11月30日まで電気メッキ業を操業。昭和41年から平成27年までの期間にトリクロロエチレン清
掃槽を設置していた。令和4年11月30日に操業を停止し現在に至る。建屋は既存であり形質変更された履歴なない。
対象区域南側の駐車場はセルテック(株)が管理しており契約者が利用している。

鍍金業 / トリクロロエチレン / 住居併用工場(閉業)・駐車場 足立区本木二丁目4-14 P-20

▽= 0.00

土質：砂
動水勾配：1/1000(自然堤防)

r = 30m

no date

no date

15.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□不適合基準項目
□汚染面積
□汚染原因者

汚

□路線価
□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害
過去_地上写真 _2015/07

現在 _地上写真 _2022/09

2017/05/25
整－29－27
指‐0851号

形質変更時要届出区域

131.6㎡
(有)三森電化

第二溶出量基準

16.5万円/㎡
準工業地域

131.6㎡

Level.Ⅴ
2632万円

強い眼刺激.
臓器の障害(神経系、

呼吸器、肝臓).

関東地質(株)
土間コンクリート被覆

㈱デザインライフ

NKテック
既存構造物の解体
ボーリング調査

杭施工
根伐り掘削

400%

汚染超過倍率(最大)
1500倍

拡大範囲
75m

汚染年数
6年

建物棟数
102棟

敷地汚染率
100%

人口密度
12,692人/㎡

-(有)神谷製作所の稼働年数は1947年から2008年の61年間にもおよぶ。
汚染敷地が拡幅の大きい計画道路に挟まれている。

鉄鋼・金属業 / テトラクロロエチレン / 戸建て住宅 葛飾区四つ木四丁目25-9 P-21

▽= 1.90

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 75m

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□路線価
□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害
過去_地上写真 _2009/08

現在 _地上写真 _2022/10

 2017/06/23
整－29－39
指‐0863号

形質変更時要届出区域

439.98㎡
(有)大木鍍金工業所

第二溶出量基準

準工業地域

439.98㎡

Level.Ⅳ
2億1999万円

皮膚刺激.
強い眼刺激.

吸入すると有害.

イズミ環境サービス(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
500倍

拡大範囲
570m

汚染年数
6年

建物棟数
4519棟

敷地汚染率
100%

人口密度
20,196人/㎡

昭和28年から平成28年12月までの約63年間稼働した鍍金工場。
廃業に伴う調査を実施した結果、基準値を超える有害物質が多種検出。
現在は対象区域東側の作業場と思われる建屋が取り壊され駐車場となり、西側の住居棟は現在も使用されている。南側には集合
住宅が新築されているが、施工図や汚染物質への対策方法は台帳からは確認できず。

鍍金業 / トリクロロエチレン /  
住居併用工場(閉業),
戸建て住宅, 駐車場 墨田区立花三丁目21 P-22

▽= 0.30

土質：表土
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 570m

no date

21.9万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

現在 _地上写真 _2022/08

2017/08/09
整－29－58
指‐0882号

形質変更時要届出区域

89.24㎡
(有)大鳥居商会

第二溶出量基準

近隣商業地域

89.24㎡

Level.Ⅴ
1339万円

強い眼刺激.
臓器の障害(神経系、

呼吸器、肝臓).

イズミ環境サービス(株)
-

-

-
-

300%

汚染超過倍率(最大)
590倍

拡大範囲
60m

汚染年数
6年

建物棟数
120棟

敷地汚染率
100%

人口密度
9,872人/㎡

過去_地上写真 _2017/09

昭和40年から平成29年3月までクリーニング工場として利用されていた期間のうち、平成元年から平成19年までの約20年間パ
ークドライ及びふっ素系ドライクリーニング加工において使用されていたテトラクロロエチレン及びふっ素が確認された。
現在は戸建て住宅が建つが、形質変更等の履歴は台帳に記載ない。

洗濯業 / テトラクロロエチレン / 戸建住宅 大田区羽田四丁目20-11 P-23

▽= 2.00

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 60m

no date

35.0万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2009/12

現在 _地上写真 _----/--

2017/09/15
整－29－64
指‐0888号

形質変更時要届出区域

168.02㎡
OBAメッキ

含有量基準/第二溶出量基準

工業地域

168.02㎡

Level.Ⅴ
420万円

重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷.
吸入すると生命に危険.

(株)サムシング
コンクリート被覆

(株)大英建設

SRC建設(株)、FR(株)
既存構造物撤去
ボーリング調査
構造物新築

200%

汚染超過倍率(最大)
6000倍

拡大範囲
15m

汚染年数
6年

建物棟数
23棟

敷地汚染率
100%

人口密度
9,256人/㎡

地歴の記述は台帳にはないが、航空写真で見る限り、1961年～1964年間にOBAメッキらしき建屋が立地し、平成 25年12月31
日に閉業している。

鍍金業 / 六価クロム / 集合住宅 足立区梅田四丁目12-3 P-24

▽= 0.70

土質：シルト質砂
動水勾配：1/1000(自然堤防)

r = 15m

no date

17.0万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法
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対

施

区域内被害
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _----/--

2018/01/17
整－29－101
指‐0925号

形質変更時要届出区域

144.34㎡
八紀鍍金工業所
緑川鍍金工業所
(株)正田鍍金

含有量基準/第二溶出量基準

準工業地域

144.34㎡

Level.Ⅲ
1010万円

飲み込むと生命に危険.
皮膚に接触すると生命に危険.

(株)土木管理総合試験所
盛り土・舗装等措置

(株)大栄

(株)大栄商事
既存構造物解体

200%

汚染超過倍率(最大)
770倍

拡大範囲
6m

汚染年数
5年

建物棟数
18棟

敷地汚染率
100%

人口密度
17,101人/㎡

昭和28年頃～平成4年頃まで八紀鍍金工業所及び緑川鍍金工業所が立地、平成11年頃～平成26年まで(株)正田鍍金が立地し、
いずれも特定有害物質の使用が確認された。

鍍金業 / シアン / 集合住宅 江戸川区松江二丁目27-5 P-25

▽= 0.75

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 6m

no date

no date

14.5万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害

□路線価

2018/02/07
整－29－109
指‐0933号

形質変更時要届出区域

433.45㎡
(有)江村メッキ工業所

第二溶出量基準

準工業地域

433.45㎡

Level.Ⅳ
4335万円

皮膚刺激.
強い眼刺激.

吸入すると有害.

(株)環境公害分析センター
-

(有)ユー・キカク

(有)ユー・キカク
基礎・土間コンクリート撤去

200%

汚染超過倍率(最大)
990倍

拡大範囲
60m

汚染年数
5年

建物棟数
183棟

敷地汚染率
100%

人口密度
13,264人/㎡

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _2022/02

住宅マップ1964年以前より(有)江村メッキ工業が立地。
2018年廃業し、敷地は不動産会社によって分譲され、現在は５戸の住宅が建設されている。実施された土壌汚染への対策は台
帳及び現地で目視した限りでは、新築基礎による直接被覆や外構舗装のみであり、万が一のリスクに対して万全な対策であると
は言えない。

鍍金業 / トリクロロエチレン / 分譲住宅 墨田区八広四丁目42-2 P-26

▽= 1.59

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 60m

no date

17.4万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害

□路線価

2018/05/30
整－30－15
指‐0964号

形質変更時要届出区域

67.79㎡
(有)三森電化

第二溶出量基準

準工業地域

67.79㎡

Level.Ⅳ
169万円

皮膚刺激.
強い眼刺激.

吸入すると有害.

関東地質(株)
-

-

-
-

400%

汚染超過倍率(最大)
7倍

拡大範囲
3m

汚染年数
5年

建物棟数
4棟

敷地汚染率
100%

人口密度
12,962人/㎡

過去_地上写真 _2013/06

現在 _地上写真 _2022/08

地歴及び形質変更の履歴の記載はない。

鉄鋼・金属業 / トリクロロエチレン / 教育文化施設 P-27

▽= 1.90

土質：シルト質砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 3m

no date

16.5万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害

□路線価

2018/06/27
整－30－34
指‐0983号

形質変更時要届出区域

74.36㎡
(株)秀達メッキ工業所

第二溶出量基準

近隣商業地域

159㎡

Level.Ⅲ
632万円

飲み込むと生命に危険.
皮膚に接触すると生命に危険.

(株)サムシング
-

個人

(株)国商
土間の解体、基礎設置
土壌改良工事(柱状改良)

400%

汚染超過倍率(最大)
20倍

拡大範囲
6m

汚染年数
5年

建物棟数
9棟

敷地汚染率
46.8%

人口密度
24,039人/㎡

過去_地上写真 _2018/04

現在 _地上写真 _2022/09

昭和20年に工場兼居宅の建物が確認でき、その後複数回の売買・相続・贈与を行うものの土地利用に変化はなく、平成30年ご
ろに閉業する。(株)秀達メッキ工業所の事業内容は電気メッキで金メッキ、銀メッキ、ニッケルメッキ、クロムメッキを行って
いた。

鍍金業 / シアン / 集合住宅 荒川区東尾久六丁目49‐6 P-28

▽= 1.10

土質：シルト質砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 6m

23.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2018/04

現在 _地上写真 _2022/08

2019/07/03
整－31－18
指‐1077号

形質変更時要届出区域

186.17㎡
日乃出鍍金

第二溶出量基準

近隣商業地域

186.17㎡

Level.Ⅳ
2327万円

皮膚刺激.
強い眼刺激.

吸入すると有害.

(株)ジオゾーム
-

-

-
-

300%

汚染超過倍率(最大)
17倍

拡大範囲
9m

汚染年数
4年

建物棟数
20棟

敷地汚染率
100%

人口密度
26,376人/㎡

昭和46年から平成9年まで日乃出鍍金が電気鍍金業を事業内容として稼働。平成26年8月に特定施設廃止届出書が受理されてい
る。現在も工業兼居宅は残っており、形質変更された履歴は台帳にない。

鍍金業 / トリクロロエチレン / 住居併用工場(閉業) 墨田区東駒形三丁目7-4 P-29

▽= 1.78

土質：シルト質砂
動水勾配：1/400(砂州・砂丘)

r = 9m

no date

31.3万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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□路線価

過去_地上写真 _2018/04

現在 _地上写真 _2023/02

2019/12/19
整－31－64
指‐1123号

形質変更時要届出区域

40.44㎡
クリーニング店博栄
東京スプリング製作所

三菱鋼材

溶出量基準

準工業地域

40.44㎡

Level.Ⅴ
202万円

強い眼刺激.
臓器の障害(神経系、

呼吸器、肝臓).

(株)ジオゾーム
舗装・盛土措置

(コンクリート舗装厚10cm以上)

大雄開発(株)

(株)なのはなハウジング
-

300%

汚染超過倍率(最大)
59倍

拡大範囲
90m

汚染年数
4年

建物棟数
252棟

敷地汚染率
100%

人口密度
22,753人/㎡

明治37年から昭和40年まで板バネ工場(東京スプリング製作所、三菱鋼材)が立地していた。
昭和54年から平成28年まで、クリーニング店の博栄が立地していた。

洗濯業, 鉄鋼・金属業 / テトラクロロエチレン / 戸建て住宅 江東区大島二丁目13-16 P-30

▽= 0.00

土質：表土
動水勾配：1/10000(旧水部)

r = 90m

30.0万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2009/12

現在 _地上写真 _2022/07

2020/04/28
整－32－8
指‐1149号

形質変更時要届出区域

242.8㎡
(有)萩坂クローム

含有量基準/第二溶出量基準

26.4万円/㎡
準工業地域

242.8㎡

4735万円

(株)セロリ
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
42000倍

拡大範囲
6m

汚染年数
3年

建物棟数
5棟

敷地汚染率
100%

人口密度
16,762人/㎡

-

Level.Ⅴ
重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷.

吸入すると生命に危険.

昭和45年から令和元年まで、萩坂クロームが立地。
現在も既存建屋が残る。

鍍金業 / 六価クロム / 住居併用工場(閉業) 大田区大森南二丁目9‐13 P-31

▽= 2.00

土質：シルト質砂
動水勾配：1/10000(旧水部)

r = 6m

no date

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考

1000100
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20
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2013/06

現在 _地上写真 _2022/07

2020/08/25
整－32－32
指‐1173号

形質変更時要届出区域

103.96㎡
(株)酒巻化学鍍金

溶出量基準

準工業地域

103.96㎡

1040万円

イズミ環境(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
2.5倍

拡大範囲
6m

汚染年数
3年

建物棟数
6棟

敷地汚染率
100%

人口密度
22,915人/㎡

Level.Ⅲ
飲み込むと生命に危険.

皮膚に接触すると生命に危険.

昭和29年から平成30年1月まで、(株)酒巻化学鍍金工業所が立地した。
現在も既存建屋が残る。

鍍金業 / シアン / 住居併用工場(閉業) 墨田区押上三丁目52-5 P-32

▽= 1.50

土質：表土
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 6m

no date

25.3万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考

1000100
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区域外被害

□路線価

現在 _地上写真 _2022/09

2020/10/05
整－32－35
指‐1176号

形質変更時要届出区域

156.4㎡
稲田鍍金工業所

溶出量基準

近隣商業地域

156.4㎡

1916万円

(株)セロリ
アスファルト舗装

稲田鍍金工業所

(株)セロリ
-

300%

汚染超過倍率(最大)
980倍

拡大範囲
105m

汚染年数
3年

建物棟数
192棟

敷地汚染率
100%

人口密度
28,222人/㎡

過去_地上写真 _2009/12

Level.Ⅴ
重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷.

吸入すると生命に危険.

昭和33年から令和2年まで稲田鍍金工業所が立地した。
現在は西側の建屋は解体されコインパーキングとなり、東側は既存建物が残る。

鍍金業 / 六価クロム / 戸建て住宅・駐車場 大田区大森東一丁目6‐12 P-33

▽= 0.40

土質：砂
動水勾配：1/400(砂州・砂丘)

r = 105m

36.3万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _2022/08

2021/02/19
整－32－64
指‐1205号

形質変更時要届出区域

312.83㎡
-

溶出量基準

準工業地域

312.83㎡

Level.Ⅰ
1億8770万円

遺伝性疾患のおそれの疑い.

(株)オオバ
(株)ユニチカ環境技術センター

-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
125倍

拡大範囲
45m

汚染年数
2年

建物棟数
28棟

敷地汚染率
100%

人口密度
22,331人/㎡

明治時代から農用地で、昭和20年は未利用地、空地、昭和45年は駐車場、昭和50年は倉庫が立地していた。平成元年以降駐車
場で、平成20年以降は空地であった。有害物質取扱事業場は確認されていない。対象区域の南側に若干の低盛り土が確認され、
ガラや油臭混じり土砂が確認された。
現在は木造アパートが建設されているが、形質変更等の履歴は台帳にない。

大田区矢口二丁目1-1 P-34

▽= 1.06

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 45m

no date

no date

建設業/ 1，2-ジクロロエチレン / 集合住宅

32.0万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関

□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考

1000100
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区域外被害

□路線価

現在 _地上写真 _2022/02

2021/06/09
整－33－15
指‐1232号

形質変更時要届出区域

60.1㎡
(有)菅野製作所

第二溶出量基準

準工業地域

60.1㎡

300万円

中央開発(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
530倍

拡大範囲
45m

汚染年数
2年

建物棟数
73棟

敷地汚染率
100%

人口密度
23,307人/㎡

過去_地上写真 _----/--

Level.Ⅳ
皮膚刺激.

強い眼刺激.
吸入すると有害.

昭和42年から平成29年まで、(有)菅野製作所が立地した。
現在も既存建屋が残る。

鉄鋼・金属業 / トリクロロエチレン / 住居併用工場 大田区大森西一丁目17‐1 P-35

▽= 1.00

土質：砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 45m

no date

no date

29.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _----/--

現在 _地上写真 _2022/08

2021/08/24
整－33－26
指‐1243号

形質変更時要届出区域

3495.3㎡
第一塗料(株)

太平プラスチック工業(株)
(財)印刷朝陽会,(株)朝陽会

第二溶出量基準

準工業地域,近隣商業地域

4332.7㎡

Level.Ⅰ
22億7195万円

環境に有害な場合がある.
地下水への影響に特に注意.

極めて引火性が強く.

-

-

-
-

200%,300%

汚染超過倍率(最大)
26.5倍

拡大範囲
15m

汚染年数
2年

建物棟数
31棟

敷地汚染率
80.6%

人口密度
23,190人/㎡

(株)基礎地盤コンサルタンツ
ユーロフィン日本環境(株)等

昭和23年頃から昭和28年頃まで第一塗料(株)、昭和28年頃から昭和39年頃まで太平プラスチック(株)、昭和41年頃から昭和59
年頃まで(財)印刷朝陽会、平成21年頃から平成24年頃まで(株)朝陽会が立地した。
現在は国立印刷局豊島宿舎が残されているが、閉鎖されている。

　　　　　　　　 / クロロエチレン / 集合住宅 北区豊島四丁目2-1、2-4 P-36

▽= 2.80

土質：火山灰質土
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 15m

no date

no date

塗装業, 印刷業,
プラスチック製品製造業

34.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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□指定調査機関

□対策方法

区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2020/10

現在 _地上写真 _2022/08

2021/11/16
整－33－39
指‐1256号

形質変更時要届出区域

171.46㎡
-

含有量基準/溶出量基準

工業地域

171.46㎡

Level.Ⅱ
3052万円

発ガンのおそれの疑い.
生殖能または胎児への悪影響のおそれ.

(一財)日本ガス機器検査協会
シート養生

個人

住友林業(株)東京支店
土間基礎撤去

200%

汚染超過倍率(最大)
126.7倍

拡大範囲
3m

汚染年数
2年

建物棟数
6棟

敷地汚染率
100%

人口密度
14,720人/㎡

昭和38年から令和元年まで鋳物工場(個人事業)が立地した。

鉄鋼・金属業 / 鉛 / 戸建て住宅・駐車場 P-37

▽= 1.19

土質：シルト質砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 3m

15.7万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

鍍金業, 鉄鋼・金属業,
繊維工業, ゴム製品製造業

2022/04/11
整－34－1
指‐1297号

形質変更時要届出区域

124.83㎡
渋工メッキ工業
東京亜鉛鉄工(合)

他3社

第二溶出量基準

準工業地域

124.83㎡

1030万円

ジオテック(株)
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
790倍

拡大範囲
15m

汚染年数
1年

建物棟数
18棟

敷地汚染率
100%

人口密度
12,692人/㎡

過去_地上写真 _2019/09

現在 _地上写真 _2022/09

Level.Ⅳ
皮膚刺激.
強い眼刺激.

吸入すると有害.

1918年から東京亜鉛鉄工資会社、1929年からは東京ベルベット(株)、1947年からは日新護謨工業(株)、1958年からは住宅、
1963年からは渋江鍍金工業、1990年からは(有)アイワイプレイティングが立地した。
対象区域には2戸の戸建て住宅が建てられ、南側の戸建て住宅は現在建て替えが行われているが、形質変更等の記述が台帳にない。

 / トリクロロエチレン / 戸建て住宅 P-38

▽= 0.00

土質：シルト質砂
動水勾配：1/2500(氾濫平野)

r = 15m

no date

20.1万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

□路線価

過去_地上写真 _2018/04

現在 _地上写真 _2022/08

2022/09/08
整－34－46
指‐1342号

形質変更時要届出区域

963.74㎡
大和金属工業(株)

溶出量基準

工業専用地域

963.74㎡

4819万円

(株)フィールド・パートナーズ
-

-

-
-

200%

汚染超過倍率(最大)
130倍

拡大範囲
90m

汚染年数
1年

建物棟数
49棟

敷地汚染率
100%

人口密度
5,346人/㎡

Level.Ⅴ
重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷.

吸入すると生命に危険.

1981年頃から2010年頃まで大和金属工業(株)が立地し、2010年頃から2013年まで昭和鍍金(株)東京工場が立地していた。
また、2013年から2021年までさくらGS(株)の立地が確認された。大和金属工業(株)及び昭和鍍金(株)はさくらGS(株)の旧社名で
あり、業容は操業開始から変わっておらず、顧客から受け入れた製品に電気めっき処理を行っていた。また対象地は昭和40年
頃から航路の浚渫土などで埋立造成された人工島である。工場は現在も稼働している。

鍍金業 / 六価クロム / 工場 大田区京浜島二丁目3‐3 P-39

▽= 0.00

土質：表土
動水勾配：1/10000(旧水部)

r = 90m

no date

20.8万円/㎡

施工断面図

区域平面図地下水汚染の拡大範囲

・台帳区分
・指定年
・整理番号
・指定番号

□汚染面積
□不適合基準項目

□汚染原因者
汚

□路線価
□敷地面積

□用途地域

□除去費用
□有害レベル
□健康被害

□実施者(発注)
□指定調査機関
□対策方法

□施工業者
□容積率

□施工方法

土

影

対

施

区域内被害

地歴・備考
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区域外被害

P-No. 汚染業種 特定有害物質 超過倍率 敷地面積(㎡) 汚染面積(㎡) 敷地汚染率(%) 現在用途

1 鍍金業　(有)西山電化 トリクロロエチレン 366.67 494.93 494.93 100 戸建て住宅・駐車場

2 窯業　(有)柳橋硝子工芸 ふっ素 16.50 671.00 290.35 43 集合住宅・駐車場

3 洗濯業 シス-1,2ジクロロエチレン 30.00 164.81 111.00 67 分譲住宅

4 鍍金業　(株)扶桑電化 鉛 180.00 546.27 491.57 90 分譲住宅

5 鍍金業 トリクロロエチレン 530.00 297.52 297.52 100 集合住宅

6 鍍金業　深田鍍金工場 六価クロム 120.00 159.73 159.73 100 戸建て住宅

7 鍍金業　(株)向島鍍金工業所 シアン 320.00 723.00 723.00 100 分譲住宅

8 鍍金業　東京電鍍工業(株) トリクロロエチレン 4600.00 397.20 397.20 100 戸建て住宅

9 洗濯業　クリーニング興生舎 テトラクロロエチレン 81.00 201.09 105.00 52 分譲住宅

10 洗濯業　(株)式会社東協クリーンサプライ テトラクロロエチレン 170.00 859.00 370.00 43 業務施設・駐車場

11 鍍金業　(有)井上 ほう素 18.00 165.34 165.34 100 住居併用工場(閉業)・駐車場

12 鉄鋼・金属業　(有)神谷製作所 鉛 3.30 287.21 287.21 100 集合住宅

13 窯業　新河硝子工業所 鉛 7.33 151.00 44.60 30 戸建て住宅

14 化学工業　三菱ガス化学(株)開発センター ふっ素 3.50 4402.03 752.22 17 分譲住宅

15 化学工業　ユーロフィン日本環境(株)東京試験所 四塩化炭素 5700.00 792.49 455.00 57 業務施設

16 洗濯業 テトラクロロエチレン 11.00 66.57 66.57 100 戸建住宅

洗濯業　(株)ユニバース

窯業　タニ・三晃硝子工業(株)

18 鍍金業　中村鋳金工業所 鉛 1.50 90.74 90.74 100 戸建て住宅

19 鍍金業　慶旺鍍金工業所 シアン 2.00 103.75 103.75 100 戸建て住宅

20 鍍金業　セッテク(株) トリクロロエチレン 36.67 368.00 30.10 8 住居併用工場(閉業)・駐車場

21 鉄鋼・金属業　(有)三森電化 テトラクロロエチレン 1500.00 131.60 131.60 100 戸建て住宅

22 鍍金業　(有)大木鍍金工業所 トリクロロエチレン 500.00 439.98 439.98 100 住居併用工場(閉業)・戸建て住宅・駐車場

23 洗濯業　(有)大鳥居商会 テトラクロロエチレン 590.00 89.24 89.24 100 戸建て住宅

24 鍍金業　OBAメッキ 六価クロム 6000.00 168.02 168.02 100 集合住宅

25 鍍金業　八紀鍍金工業所・緑川鍍金工業所・(株)社正田鍍金 シアン 770.00 144.34 144.34 100 集合住宅

26 鍍金業　(有)江村メッキ工業所 トリクロロエチレン 990.00 433.45 433.45 100 戸建て住宅

27 鉄鋼・金属業　(有)三森電化 トリクロロエチレン 7.00 67.79 67.79 100 教育文化施設

28 鍍金業　(株)秀達メッキ工業所 シアン 20.00 159.00 74.36 47 集合住宅

29 鍍金業　日乃出鍍金 トリクロロエチレン 17.00 186.17 186.17 100 住居併用工場(閉業)

洗濯業　クリーニング店博栄

鉄鋼・金属業　東京スプリング製作所・三菱鋼材

31 鍍金業　(有)萩坂クローム 六価クロム 42000.00 242.80 242.80 100 住居併用工場(閉業)

32 鍍金業　(株)酒巻化学鍍金 シアン 2.50 103.96 103.96 100 住居併用工場(閉業)

33 鍍金業　稲田鍍金工業所 六価クロム 980.00 156.40 156.40 100 戸建て住宅(減築)・駐車場

34 建設業(ガラや油臭混じり土砂の盛り土) 1，2-ジクロロエチレン 125.00 312.83 312.83 100 集合住宅

35 鉄鋼・金属業　(有)菅野製作所 トリクロロエチレン 290.00 60.10 60.10 100 住居併用工場

36 プラスチック製品製造業　太平プラスチック工業(株) クロロエチレン 26.50 4332.70 3495.30 81 集合住宅(閉鎖)

37 鉄鋼・金属業(鋳造工場) 鉛 126.67 171.46 171.46 100 戸建て住宅、駐車場

鍍金業　渋工メッキ工業・(有)アイワイプレイティング

鉄鋼・金属業　東京亜鉛鉄工(合)

繊維工業　東京ベルベット(株)

ゴム製品製造業　日新護謨工業(株)

39 鍍金業　(株)さくらGS 六価クロム 130.00 963.74 963.74 100 工場(大)

集合住宅

30 テトラクロロエチレン 59.00 40.44 40.44 100 戸建て住宅

17 シス-1,2ジクロロエチレン 1100.00 355.19 355.19 100

戸建て住宅38 トリクロロエチレン 790.00 124.83 124.83 100

▶

＜潜在型公害＞

墨田区八広4丁目 5 1 1 25.7 ▲ 21.2 ▲ 29.7 ▲ -23.9 ▼ -41.8 ▼ -22.8 ▼

4 2 1 12.5 ▲ 8.9 ▲ 10.9 ▲ -27.4 ▼ 0.0 － -27.2 ▼

墨田区本所4丁目 3 38.4 ▲ 32.9 ▲ 27.2 ▲ -25.8 ▼ -14.5 ▼ -19.9 ▼

墨田区八広6丁目 3 11.1 ▲ 9.3 ▲ 10.8 ▲ -25.4 ▼ 0.0 － -13.6 ▼

大田区仲池上1丁目 3 25.7 ▲ 25.1 ▲ 19.4 ▲ -19.5 ▼ 26.1 ▲ -5.1 ▼

荒川区東尾久６丁目 3 4 2 3.2 ▲ 2.6 ▲ 4.3 ▲ -33.3 ▼ -27.0 ▼ -25.7 ▼

足立区興野２丁目 3 26.2 ▲ 28.3 ▲ 21.4 ▲ -11.1 ▼ -42.4 ▼ -23.8 ▼

3 30.6 ▲ 23.1 ▲ 32.9 ▲ -27.9 ▼ -25.0 ▼ -20.6 ▼

3 1 1 -7.6 ▼ -10.2 ▼ -35.0 ▼ -20.6 ▼ -20.0 ▼ -19.5 ▼

町丁目 水質汚濁防止法届出件数

形質変更時要届出区域

総人口 核家族世帯
18歳未満親族

のいる世帯
製造業の事業所数

卸売/小売業

の事業所数

従業員20人以下

の事業所数

都心回帰の動向指数(%)

▽BL03-BED00023371

T.P.：-1720 mm
GWL：-1700 mm
実水位：-2430 mm

50 m0 m

▼site▽BL02-BED00023289

T.P.：-120 mm
GWL：-480 mm
実水位：-500 mm

▽=

？(？) ？？？

①

②

③

形質変更時要届出区域

潜在型公害の特性

・・・①直接被害の恐れ

・・・②慢性被害の恐れ

・・・③間接被害の恐れ

265件

167 件

54件

39件

東京低地
(　　　　　　　)江東区＋大田区＋足立区＋江戸川区

＋葛飾区＋墨田区＋荒川区＋北区

解除履歴無し

現在用途
(第 1,2 象限 )

現在用途
(第 3,4 象限 )

対策方法
(対策 C)

対策方法
(対策 A,B)

地下水被害
(被害棟数＞隣接棟数 )

地下水被害
(被害棟数≦隣接棟数 )

『潜在型公害』 『特記すべき公害事例の記録』

『零細工場による公害の発生』

『対策急務な汚染区域』

3. 調査 _現代公害像

4. 敷地及び周辺環境

事例調査によって明らかになった３つの特性

　①直接被害・・・区域内において日常的に利用されることによる人体への暴露
　②慢性被害・・・土地所有者等によって不適切な対策が実施されることによる慢性化
　③間接被害・・・区域外において土中環境がもたらす地下水汚染による被害拡大

以上のリスクが潜在化した現象、つまり、「より身近に汚染が残置し、いつまで経っても除去されず、被害が拡大する」を
＜潜在型公害＞と定義づける。
そして「形質変更時要届出区域」の中でも深刻な状況であり、特記すべき事例 39件をデータシートにまとめ記録を行った。

データシート 39件のうち半数弱がメッキ業により汚染され、その土地のほとんどが現在は住居施設へと用途が置き換わって
いる。そして 26件が零細工場に該当していることから、1960 年代後半から 1970 年代前半にかけて事業所数を増加させなが
ら街を汚染した零細工場の跡地に対する近年のミニ開発によって、ますます市街地における土壌及び地下水汚染の甚大化が想
定される。

国内法の欠陥及び零細工場の経済的な負担によって、潜在型公害は生み出されており、“もはや汚染土壌の存在を前提として、
それを有害化させない土地利用・施設計画を行う必要” がある。

データシートのうち、有害物質を扱う零細工場の集積率が高く、都心回帰の動きが最も顕著である地域の中から、

墨田区八広四丁目が選定された。そしてその地域に該当する汚染区域を差し当たって対策すべき敷地としてケース

スタディを行う。

対象敷地は 2018 年まで鍍金業の零細工場として稼働した後、トリクロロエチレン (～990 倍 ) 等による汚染が発覚

した区域で、現在 5戸の分譲住宅が建設されている。

敷地周辺は工場による度重なる揚水の影響で地盤沈下及び地下水位差による汚染拡大の可能性が高い敷地である。

Fig. 事例調査のフローチャートFig.＜潜在型公害＞概念図

Fig. 形質変更時要届出区域DS_ リスト Fig. 零細工場の現状例 Fig. 形質変更時要届出区域DS一覧 _39 件

Fig. 対象敷地のデータシート Fig. 対象地域の都心回帰の動向 Fig. 敷地周辺の地質断面図

Fig.30 年間における地下水汚染流出範囲の想定
(「地下水汚染が到達し得る距離の計算ツール ( 環境省 )」)

○ボーリング調査地点

▼ 水質汚濁防止法届出事業場

BL01

▲ 形質変更時要届出区域

住工併用　　住商併用　　住業併用
独立住宅　　共同住宅　　業務商業　　教育施設　　文化施設　　厚生医療

BL02

BL03
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ⅰ. 地下水漏出防止のための対策範囲の拡張

area A
超過倍率：TCE 210 倍
浄化期間：約 10年以下
住戸形態：単身者世帯用住戸 (４戸 )

area B
超過倍率：TCE 480 倍
浄化期間：約 10年～15年
住戸形態：二人世帯用住戸 (2 戸 )

area C
超過倍率：TCE 660 倍
浄化期間：約 20年
住戸形態：核家族世帯用住戸 (2 戸 )

area D
超過倍率：TCE 990 倍
浄化期間：約 30年以上
住戸形態：汚染原因者世帯用住戸 (1 戸 +α)

ⅱ. 汚染原因者及び当事者への社会的な責任の追求

一、「対策環境としての筆」

二、「１汚染区域≠1土地所有者」

ⅲ. 対策に伴う接道と用地の確保

5. ケーススタディ _ 設計を行うための三か条

ボーリング調査をもとに地下水の動水方向を設定し、地下水が流れ出る方向へ敷地の拡張を行い、敷地境界線を引き直す。
指定区域及びこれ以上の地下水汚染の流出を防ぐためにバッファーを設けて浄化壁とモニタリング井戸を設置する。

国内法において汚染された土地への責任は土地所有者等に一任されている。対象区域において汚染原因者は区域外へ責任
を間逃れている。従って、汚染原因者を巻き込み当事者 ( 被害リスクを負った世帯 ) をより多く見積もり、連帯責任を果たす。

外構は日常的に対策が行われるにあたって、フィルターや排水の回収を行うポンプ車の車止めや設備の点検のための
キャットウォークへのアプローチとして機能する対策用地を設ける。

2FL
(GL+4500)

3FL
(GL+6800)

2FL
(GL+4500)

3FL
(GL+6800)

2FL
(GL+4500)

3FL
(GL+6800)

2FL
(GL+4500)

3FL
(GL+6800)

DK

DK

DK

DK

L

L

L

L

BR

BR

BR

BR

DK DK

MBRMBR

DK

BR

BR MBR

MBR

DK

MBR

LDK

LL

section a-a'

0 5m

section b-b'

0 5m

section c-c'

0 5m

section d-d'

0 5m



section a-a'

GL-6200

GWL: GL-1260

GL

GL+620

7

9

4
5

10

BR

DK

13 2
8

6

L

Ent

2FL: GL+4500

3FL: GL+6800

11

12

0 5m

0 5m

GL

ESTCODE

『原位置洗浄』

三、「住民主体の汚染浄化」

住民主体で現実的かつ効果的な対策を行うために、
敷地の汚染状況 ( 物質：揮発性有機化合物 (TCE),　
規模：433.45 ㎡ , 深度：約 1m等 ) と周辺環境及び
地中環境 ( 地下水位：GL-1.59m,　地下水位差：1.12m,　
土質：細砂 ,　動水勾配：1/2500 向 ) を考慮して、
「原位置洗浄」を対策手段として選択する。

汚染区域を鋼管矢板で GL-6.2mのシルト質土壌まで打
ち込み遮水をし、屋根やルーバーによって集水した雨
水、自然エネルギーを最大限に利用しながら、注水と
揚水によって汚染土壌を洗い流す。汚水は活性炭フィ
ルターを通すことで、循環水として再度対策利用され
る。

GL+500+α：各住戸へのアプローチ(ピロティ)
棚田状に盛り土された基壇は吹き曝しであり、光や風が通る.

GL±0：児童公園からのアプローチ
敷地全体は50cm盛り土され濃度に応じて盛り土厚を増している.
各レベルの行き来は合板と単管による仮設的なスロープによってつながる.

浄化が完了したエリアは随時分筆される計画としており、最終的に汚染原因者が最後の責任を果たし、浄化は完了する.

1.5FL：各住戸のテラス兼キャットウォーク
別棟をつなぐ廊下としても機能し、エキスパンションとしている.

2FL(GL+4500)：玄関及びダイニングキッチン
純白に仕上げ、土壌汚染から解放される.

3FL：寝室及びリビング
天井には設備が格納されており、室内中心は約1.82m.

単身世帯用住戸の構成
各階をつなぐ階段はGL-2FLは螺旋階段、2Fl-3Flは直線階段、
と切り替わり、土壌汚染から遠ざかる程緩やかになっている.

約～10年後

▼ ▼ ▼

約 10～15 年後 約 20年後

area A
GL+620

area C
GL+1160

area D
GL+1490

area B
GL+980

対策用地：
対策に伴う設備の点検や
排水の回収を行う車止め

集水槽

集水路

対策用地：
観測井戸による

地下水のモニタリング地点

児童公園：
盛り土の仮置き場

基壇：
鋼管矢板及び盛り土

各住戸へのアプローチ空間

スロープ：
合板と単管パイプによる仮設

GL±0

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500
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